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学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。常磐野小学校では、毎年２回、保護者の皆様・児

童による「学校評価アンケート」を実施しています。第１回の学校評価の結果をまとめましたので、ご報告させ

ていただきます。 

今年度も昨年度に引き続き、保護者の方には主にご家庭での働きかけ（一部は適合度やお子様の実現

度）をご回答いただきました。また、児童は自分自身の振り返りを行いました。保護者の皆様から頂きましたア

ンケートや児童アンケートをもとに、本校の取組やこれからの子育てについて、学校教育目標の目指す子ども

像や目指す学校像の視点から考察を行いました。 

学校教育目標 ～次世代を生き抜くために～ 

「しなやかに考え 温かい心をもち  

人間力の豊かな子を育成する」 

確かな学力の育成について

いずれもおよそ８割以上の児童がプラス評価をして

います。「先生や友達の話をよく聞いていますか」の

項目では、９割以上を示す数値が出ており、聞くこと

は大事だと考えていることが分かります。しかし、「グル

ープやみんなに自分の思いや考えを発表しています

か」の項目では、児童は８割程度の数値で保護者

の方は７割程度と、聞くことに比べると、少し自分の

思いを話すことに課題があるようです。本校の目指す

子ども像の一つに「のびのびと元気な子」がありま

す。児童がのびのびと自分の思いや考えを発表でき

るよう、日々の授業のさらなる充実を図ったり、安心し

て発表できる人間関係作りを行ったりしていきたいと

考えています。「進んで学習をしていますか」「学校の

勉強はよく分かりますか」の項目では、保護者の方の

数値に比べると児童の数値の方が高くなっていま

す。授業の導入を工夫することで、児童自身が興味

関心をもち、主体的に学習に向かうことができている

のかもしれません。また、分かる喜びを感じることで、

次の学習にもつながっていきますので、今後も児童

が「分かった」「できた」を大切にする授業を展開でき

るよう日々授業改善に努めていきたいと考えていま

す
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豊かな心の育成について

健やかな体の育成について

自由記述について 

登下校のマスクを外すよう呼びかけてほしいという意見が多くあり、各学級帰りの会などで児童に呼びかけを行う

ようにしています。また、GIGA端末の持ち帰りについては、発達段階に応じて対応します。今回は、低学年のみ週

末に持ち帰るようにしています。他には、トイレが汚いというご指摘をいただきました。気持ちよく使えるよう施設整備に

ついても行っていきたいと考えております。 

「学校の様子は伝わっていますか」の項目では、学校からの各種お便りやホームページ等で大体は伝わってい

ると回答をいただきました。さらに、学校の様子が伝わるよう発信を続けていきたいと思います。 

いずれもおよそ８割以上の児童がプラス評価をし

ています。先生や友達に大切にされていると感じて

いたり、困ったことは先生や友達に相談することが

できたりと、安心して毎日学校生活を過ごしている

児童が多いことが分かります。しかし、約２割の児

童が相談しにくいと感じているようです。今後は、す

べての児童の内面を素直に話せる環境がつくれる

よう、学校ではより一層児童一人一人に寄り添い、

丁寧に話を聞いていきたいと思います。保護者の

皆様も常に子どもたちの内面を気にかけ、子どもた

ちと話をする場をもっていただければと思います。 

「あいさつ」に関しては、重点項目の一つとして本

校では取り組んでいます。あいさつは人と人のコミュ

ニケーションの一つです。今後もさらによりよいあい

さつができるよう、取組を推進していきたいと考えて

います。 

「早寝早起きをしていますか」の項目では、保

護者の方が働きかけておられるにも関わらず、２

割程度の子どもたちがあまりできていないようで

す。夜更かしの原因として、ゲームやタブレットの

使用があげられるかもしれません。また、外遊びや

食習慣ともつながってくるかもしれません。生活リズ

ム改善のために、朝早く起きて朝ご飯を食べること

で、脳が活性化され、学習にも良い影響を与えて

くれます。ご家庭でも早く寝られるよう声かけを引き

続きよろしくお願いいたします。また、「運動や外遊

びをしていますか」の項目では、少し保護者の方と

のずれはあるものの、８割程度の児童はできてい

ると感じているようです。１日の運動の時間として

推奨されているのは、６０分だそうです。遊びも含め

るので、外遊びをしていれば、児童にとって簡単に

クリアできる時間となっています。今後も休み時間

に外で遊ぶ機会を作る工夫や体育の授業の充

実など運動の機会を意図的に作り、体を動かす

時間を確保するよう努めていきたいと考えていま


